
 平成２７年度第２回富山県食品安全推進本部会議の概要  
 

１ 日 時  平成２８年２月２２日（月）１４：００～１５：００ 

２ 場 所 県庁４階大会議室 

３ 協議事項 

（１）県内での食中毒発生状況について 

（２）豚の生食規制と県内での対応について 

（３）ＨＡＣＣＰ導入説明会の開催結果について 

（４）国内における家畜伝染病の発生状況について 

（５）不正流通したカツ等食品の本県での対応状況について 

 （６）平成２８年度食品の安全関係予算（案）について  

（７）平成２８年度富山県食品衛生監視指導計画（案）について

 

主な意見 

・ ＨＡＣＣＰが義務化されると、小規模事業者や高齢者が営んでいる飲食店等で

は対応が難しく、地方の食文化の崩壊につながりかねない。小規模事業者でも

取り組めるよう、行政がサポートして欲しい。 

・ 食中毒の発生件数は以前に比べ随分減っており、これは県及び関係団体等の努

力の成果と考える。引き続き、食中毒予防の周知・啓発をお願いしたい。 

・ 安全なものを安心して食べられることが第一。今後も食の安全・安心に尽力願

いたい。 
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